


４つの角度から歯ブラシを選ぶ

＝
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今の状態にあう

歯ブラシ

1

口の大きさ

歯周病の

状態

歯並び

ブラッシング

習慣

1

3

2

4

フッ化物入り歯磨剤を使用後、さらにフッ化物ジェルやフッ化物洗口液

を使用すると口腔内のフッ化物濃度が高まり

長時間「再石灰化濃度」が保てる！

フッ化物製品は併用がおすすめ

う蝕が
ハイリスクの方に

フッ化物入り歯磨剤

＋

フッ化物製品
（フッ化物ジェル・フッ化物洗口液）

歯ブラシの操作のポイント

ストレート型も L字型も前歯

部であれば問題なく操作でき

る。操作時に、固定点を置く

と前歯部は操作しやすくなる。

ストレート型はハンドルが短

めだと、把持する指２本と排

除する指で操作部位が見えな

くなる（操作が難しい）。

前歯部

臼歯部

ストレート型とL 字型の操作性の違い

ポイント①

L字型の操作時の注意点

ストレート型

ストレート型（操作難）

L字型

L 字型（操作簡単）

伝えることは小出しにする

臼歯への歯ブラシのアプローチ法

舌側の磨き方
舌側を磨く時の鏡の見方

必要な補助清掃用具の指導

伝える量が多すぎると、かえって記憶に残らない

覚えられない…

鏡を見て磨いて… 歯ブラシの持ち方は…

歯ブラシの角度は…

奥歯はこう磨いて…

毛先はこの角度で…

歯磨きの圧は…

歯磨剤の量は…

洗口の回数は…

a c t i o n !

a c t i o n !

上顎臼歯部口蓋側は意識的にあてないと

磨き残しが多くなる部位

歯ブラシの毛先があたらず、毛

の脇腹（側面）があたっている

状態

毛先の揃った面をあてられず、

歯ブラシのトゥだけあたった状態

上顎臼歯部
口蓋側
の注意点

この２列が平行になることが

ポイントです！

× ×

a c t i o n !

a c t i o n !

◯

「これが良い！」と断言する
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◯◯さんにはこれが良いです！

私も使ったことがあるんですが
こちらの歯ブラシの方が
汚れが取れます！

これかな？

どれも良いです

こちらの方が汚れ取れると
思います

◯× 断言する言い方DH自身がなさそうな言い方

3

私達がプロとして「これが良い！」と断言すると、患者さんは安心してセルフケアグッズを選ぶ
ことができる。さらに、実体験をもとに伝えるとより説得力が増す

a c t i o n !

症状にあわせてグッズを変える

患者さんの希望も聞きながら臨機応変に

また悪化したらAに変更する（戻す）ことを患者さんに伝える

A. 歯周病が重度であれば歯周病用の歯磨剤を選択。
まずは土台となる歯周組織の改善を目指す

a c t i o n !

A
歯周病に効果のある
殺菌剤　高濃度配合

2,000 円

B
Aと比べると薬剤の
濃度が少し低濃度
1,000 円

C
う蝕予防に特化した

歯磨剤
500 円

or

軽症化軽症化

or

歯周病が重度の時には歯周病が重度の時には

殺菌剤高濃度配合の殺菌剤高濃度配合の

Aを選択

症状が治ってきたら

歯磨剤を Bに変更

モチベーションも上がる


